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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月21日(2019.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信リンクを介して電力を受け取る受電装置であって、前記受電装置は、
　前記受電装置の分類フェーズ中に分類情報を前記通信リンクに提供する分類情報提供ユ
ニットと、
　環境状態を検出するためのセンサユニットと、
　前記分類情報提供ユニットに、検出される前記環境状態を示すセンサ情報を提供するセ
ンサ情報提供ユニットと
　を備え、
　前記分類情報提供ユニットは、前記通信リンクを介して前記検出される環境状態を通信
するよう前記センサ情報に基づき前記分類情報を提供する、
　受電装置。
【請求項２】
　前記受電装置は、前記分類フェーズ中に前記受電装置によって引き出される電流を制御
する電流制御ユニットをさらに備える、請求項１に記載の受電装置。
【請求項３】
　前記分類情報提供ユニットは、さらに、前記受電装置の電力レベルに基づき、前記分類
フェーズ中に前記分類情報を提供し、
　第１のモードでは、前記分類情報提供ユニットは、前記受電装置の電力レベルに基づき
、前記分類フェーズ中に前記分類情報を提供し、
　第２のモードでは、前記分類情報提供ユニットは、前記検出される環境状態に基づき、
前記分類フェーズ中に前記分類情報を提供する、
　請求項１に記載の受電装置。
【請求項４】
　前記第１のモードにおいて、前記分類情報提供ユニットは、前記受電装置の所定の電力
レベルに基づき前記分類情報を提供する、請求項３に記載の受電装置。
【請求項５】
　前記受電装置は、前記受電装置の第１のスタートアップに対応する第１の分類フェーズ
中に前記第１のモードで動作する、請求項３に記載の受電装置。
【請求項６】
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　前記受電装置は、前記第１のスタートアップの後の前記受電装置の第２のスタートアッ
プに対応する第２の分類フェーズ中に前記第２のモードで動作する、請求項５に記載の受
電装置。
【請求項７】
　前記センサユニットは、存在検出器、周囲光センサ及び／又は温度センサのうちの少な
くとも１つである、請求項１に記載の受電装置。
【請求項８】
　１つ以上の受電装置に通信リンクを介して電力を供給するための給電装置であって、前
記給電装置は、
　分類フェーズ中に受電装置から前記通信リンクを介して分類情報を受信する分類情報受
信ユニットと、
　前記分類情報から前記受電装置のセンサによって検出される環境状態を示すセンサ情報
を取り出すセンサ情報取り出しユニットと
　を備える、給電装置。
【請求項９】
　前記給電装置は、前記センサ情報に基づき、前記通信リンクを介して供給される電力量
を調整する、請求項８に記載の給電装置。
【請求項１０】
　前記給電装置は、前記給電装置が経時的に変化する分類情報を検出した場合に、前記セ
ンサ情報取り出しユニットを選択的にイネーブルする、請求項８に記載の給電装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の給電装置と、
　請求項１に記載の受電装置と、
　前記給電装置と前記受電装置とを接続する通信リンクと
　を備える、ＰｏＥシステム。
【請求項１２】
　通信リンクを介して電力を受け取る受電装置であって、センサユニットを有する受電装
置の動作方法であって、前記方法は、
　受電装置の分類フェーズ中に分類情報を前記通信リンクに提供するステップと、
　分類情報提供ユニットにセンサ情報を提供するステップと
　を含み、
　センサモードでは、前記分類情報は、前記通信リンクを介して前記センサ情報を通信す
るために用いられる、
　方法。
【請求項１３】
　１つ以上の受電装置に通信リンクを介して電力を供給するための給電装置の動作方法で
あって、前記方法は、
　分類フェーズ中に受電装置から前記通信リンクを介して分類情報を受信するステップと
、
　前記分類情報から前記受電装置のセンサによって検出される環境状態を示すセンサ情報
を取り出すステップと
　を含む、方法。
【請求項１４】
　請求項１１に記載のＰｏＥシステムの動作方法であって、前記方法は、
　前記受電装置において環境状態を示すセンサ情報を提供するステップと、
　前記受電装置の分類フェーズ中に前記通信リンクを介して前記受電装置から前記給電装
置に分類情報を送信するステップと
　を含み、
　センサモードでは、前記分類情報は、前記センサ情報を通信するために用いられ、
　前記方法はさらに、前記給電装置において前記分類情報から前記センサ情報を取り出す
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ステップを含む、
　方法。
【請求項１５】
　通信リンクを介して電力を受け取る受電装置を動作させるためのコンピュータプログラ
ムであって、前記コンピュータプログラムは、前記受電装置を制御するコンピュータ上で
前記コンピュータプログラムが実行されたとき、請求項１に記載の受電装置に、請求項１
２に記載の受電装置の動作方法の前記ステップを実行させるプログラムコード手段を含む
、コンピュータプログラム。
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